
 

2026 年５月 21 日 

各  位 

会 社 名 日本パワーファスニング株式会社 

代 表 者 名  代表取締役社長 藤井 宏二 

(コード番号  5950  東証スタンダード市場） 

問 合 せ先 取締役 企画・総務部長 鈴木 昭洋 

（電話番号 072-789-9700) 

 

ガス式鋲打ち機を用いた小径鋲によるデッキプレート等の仮固定工法の 

BCJ 評定取得に関するお知らせ 

 

当社のガス式鋲打ち機を用いた鋼板用小径打込み鋲によるデッキプレート（鉄骨造の床スラブの型枠と

支持材を兼ねる鋼製の板状部材）等の仮固定工法につきまして、2026 年４月 17 日付で一般財団法人日

本建築センター（BCJ）の評定（工法等）※を取得いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１． 評定（工法等）取得の経緯 
当社は創業以来、モノとモノとを締結する「ファスナー」および締結工具の製造・販売を行って

参りました。当社製品を通じて、建設・建築市場における社会課題を解決することを目標としてお

ります。 
このたび、当社のガス式鋲打ち機を用いた鋼板用小径打込み鋲によるデッキプレート等の仮固定工

法につきまして評定（工法等）を取得いたしました。この取組みは、2025 年２月 14 日に公表いたしました

「中期経営計画」の施策の一環であります。当社製品を通じ、施工現場における火災等の災害防止や施

工作業の省力化に貢献すべく、鉄骨造分野における事業の拡大を推進してまいります。 

 
２． 今後の見通し 

本件が当社の 2026 年 12 月期の連結業績に与える影響は軽微であると判断しておりますが、中

長期的には当社の連結業績及び企業価値の向上に資するものと考えております。公表すべき事項が

生じた場合には、速やかにお知らせいたします。 
 
なお、詳細につきましては、別紙をご参照ください。 
 

※国が指定する建築技術の評価機関である一般財団法人日本建築センター（BCJ）の評定は、建築物の工法、部材、設備

等や建築計画について、建築基準法令その他の技術的基準等に照らして、その性能を評価されております。 

 

以 上 



2026 年 5 月吉日 
 
 

 
 
小径打込み鋲によるデッキプレート等の仮固定工法の BCJ 評定取得のご案内 

 

このたび弊社ガス式鋲打ち機を用いた鋼板用小径打込み鋲によるデッキプレート等の仮

固定工法につきまして、下記の一般財団法人日本建築センターの評定(工法等)を取得いた

しましたことをお知らせいたします。 
 

―記― 
工法名 

ガス式鋲打ち機を用いた小径鋲によるデッキプレート等の仮固定工法 
(一財)日本建築センター BCJ 評定-SS0108-01 

 
工法概要 
 本工法は、デッキプレート等を鋼構造建築物の床又は屋根に使用する際に、デッキ工事に

おいて必要となるデッキプレート、フラットデッキ及びキーストンプレート、調整板、コン

クリート止めを鉄骨梁、デッキ受け材又はコンクリート止め受け材に仮固定する工法であ

る。デッキプレート等のずれ止めや落下防止を目的とし、ガス式鋲打ち機用の小径(細径)の
打込み鋲を用いて、デッキプレート等の敷込みからスラブのコンクリート打込みまでの短

期間にて仮固定を行う。従来の位置決め溶接であるアークスポット溶接の代用として使用

することで、溶接作業と比較し溶接火花が発生せず火災等の災害防止となり、かつコードレ

スのガス式鋲打ち機により打込み鋲を瞬時に連続して打鋲できることから、施工の準備を

含め作業性が高い工法技術である。 
 
 
 
 

 

 

 

―以上― 

 

 

ガス式鋲打ち機 
ウルトラガスツール UG7 

打込み鋲 
UG ピン UG3015 



―別添：表紙のみ― 

 


